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(百万円未満切捨て)

１．2026年12月期第３四半期の連結業績（2026年１月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 7,945 8.4 427 111.6 419 91.9 284 105.3

2025年12月期第３四半期 7,332 △9.7 201 △36.3 218 33.6 138 22.9
(注)包括利益 2026年12月期第３四半期 305百万円( 141.0％) 2025年12月期第３四半期 126百万円( 4.2％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第３四半期 63.45 －

2025年12月期第３四半期 29.72 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年12月期第３四半期 10,065 6,328 62.9 1,412.95

2025年12月期 9,820 6,208 63.2 1,361.44
(参考) 自己資本 2026年12月期第３四半期 6,328百万円 2025年12月期 6,208百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 10.00 － 18.00 28.00

2026年12月期 － 10.00 －

2026年12月期(予想) 20.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,100 5.8 500 42.2 510 35.1 360 48.5 78.94
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処
理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年12月期３Ｑ 4,743,780株 2025年12月期 4,943,780株

② 期末自己株式数 2026年12月期３Ｑ 264,657株 2025年12月期 383,357株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期３Ｑ 4,484,138株 2025年12月期３Ｑ 4,662,772株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結会計期間(2026年１月１日から2026年９月30日)におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改

善や個人消費の持ち直し、企業の設備投資等を背景に、緩やかな回復基調で推移しました。一方で、物価上昇の

継続や金融資本市場の変動に加え、中東情勢をはじめとする地政学的リスク等により、景気の先行きは依然とし

て不透明な状況が続いております。

当社グループが属する固定ブロードバンド関連市場では、生成AIや動画配信等のデジタルサービスの普及・利

用拡大や、コンテンツの高精細化等を背景に、インターネットを介したデータ通信量は継続的に増加しておりま

す。総務省の「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」によると、2026年５月の固定系ブロ

ードバンドインターネットサービス契約者のダウンロードトラヒックは約48.0Tbpsとなり、前年同月比で15.5％

増加しました。こうした通信量の増加に伴い、放送・通信事業者においては、安定した通信品質を確保しながら

増大するデータ通信に対応するため、ネットワークの高速・大容量化や設備の増強・高度化、既存設備の更新等

への対応が求められております。

このような市場環境のもと、当社は光ファイバーネットワークの敷設工事や通信設備の構築案件の獲得に努め

るとともに、関連機器の販売拡大を推進してまいりました。また、高速・大容量通信への需要の高まりを見据え、

50G-PONをはじめとする次世代通信技術の提案や、Wi-Fi 7対応10G-EPON ONU「SXEP210W」の発売など、通信環境

の高度化に向けた製品・ソリューションの拡充を進めております。さらに、放送・通信分野で培った技術やノウ

ハウを活かし、不動産管理支援サービスや観光DX、防災・情報伝達など、地域課題の解決に向けたソリューショ

ンの展開にも取り組んでおります。当社グループは今後も、通信インフラを支えるコア技術の深化と、社会課題

の解決に資するソリューションの創出を両輪として、持続的な成長と企業価値のさらなる向上を目指してまいり

ます。

当第３四半期の連結売上高は7,945百万円(前年同期比8.4％増)となりました。トータル・インテグレーション

部門の売上高は3,937百万円（同9.4％増）、機器インテグレーション部門の売上高は4,007百万円（同7.4％増）

となり、両部門ともに増収となりました。利益面では、一部の工事案件において、受注後の資材価格上昇による

工事原価への影響があったものの、増収効果に加え、機器の生産効率の改善等が寄与し、売上総利益は1,861百万

円（同20.5％増）、売上総利益率は23.4％（同2.4pt改善）となりました。営業利益は427百万円(同111.6％増)、

経常利益は419百万円(同91.9％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は284百万円(同105.3％増)となりまし

た。

事業部門別の状況は以下の通りです。

(トータル・インテグレーション部門)

トータル・インテグレーション部門においては、前期から継続する大型案件が順調に進捗したことに加え、短

工期案件の売上計上が進んだことから、売上高は3,937百万円(前年同期比9.4％増)となりました。また、FTTHエ

リアの拡張・増強に伴う工事や、次世代通信技術である50G-PONを含む設備導入案件に加え、上位基幹ネットワー

クの構築案件を獲得したことにより受注高は3,964百万円(同1.5％増)、受注残高は2,246百万円(同9.1％減)とな

りました。今後も、大型案件や高付加価値案件の獲得に注力し、受注高及び受注残高の拡大を図ってまいりま

す。

(機器インテグレーション部門)

機器インテグレーション部門においては、中間期において納期が下期以降となっていた受注済み案件の納品が

進捗したことにより、売上高は4,007百万円(前年同期比7.4％増)となりました。また、受注高は4,699百万円(同

50.1％増)、受注残高は2,402百万円(同90.7％増)となりました。主な受注案件として、光信号を複数に分岐する

光スプリッタモジュールや小～中規模集合住宅の光化に対応するminiOLTなどのFTTH化関連機器を受注しました。

引き続き、受注済み案件を着実に遂行し、受注残高の売上計上を進めてまいります。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は6,233百万円となり、前連結会計年度末に比べ170百万円増加い

たしました。これは主に現金及び預金が311百万円増加したことによるものであります。固定資産は3,831百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ74百万円増加いたしました。

この結果、総資産は10,065百万円となり、前連結会計年度末に比べ244百万円増加いたしました。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は3,163百万円となり、前連結会計年度末に比べ293百万円増加い

たしました。これは主に未払法人税が142百万円増加したことによるものであります。固定負債は573百万円となり、

前連結会計年度末に比べ169百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が111百万円、長期未払金が56百万円

減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は3,736百万円となり、前連結会計年度末に比べ124百万円増加いたしました。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は6,328百万円となり、前連結会計年度末に比べ120百万円増加

いたしました。

この結果、自己資本比率は62.9％(前連結会計年度末は63.2％)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年12月期の業績予想につきましては、2026年２月12日に公表いたしました業績予想値に変更はございませ

ん。

当資料に記載した予想数値は、現時点での入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 903 1,214

受取手形及び売掛金 505 878

電子記録債権 32 18

完成工事未収入金 2,256 1,352

商品及び製品 1,553 1,803

仕掛品 58 100

未成工事支出金 9 0

原材料及び貯蔵品 445 469

その他 299 396

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 6,063 6,233

固定資産

有形固定資産

土地 1,644 1,751

その他 4,413 4,482

減価償却累計額 △3,336 △3,445

有形固定資産合計 2,722 2,788

無形固定資産 93 84

投資その他の資産 941 958

固定資産合計 3,757 3,831

資産合計 9,820 10,065
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 400 754

電子記録債務 190 103

工事未払金 338 223

短期借入金 750 800

１年内返済予定の長期借入金 349 384

未払法人税等 4 147

賞与引当金 74 116

役員賞与引当金 8 9

工事損失引当金 0 0

その他 753 623

流動負債合計 2,869 3,163

固定負債

長期借入金 384 272

長期未払金 131 75

退職給付に係る負債 226 225

固定負債合計 742 573

負債合計 3,611 3,736

純資産の部

株主資本

資本金 835 835

資本剰余金 875 811

利益剰余金 4,445 4,576

自己株式 △154 △122

株主資本合計 6,001 6,099

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2 3

為替換算調整勘定 199 224

退職給付に係る調整累計額 5 1

その他の包括利益累計額合計 207 228

純資産合計 6,208 6,328

負債純資産合計 9,820 10,065
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年９月30日)

売上高 7,332 7,945

売上原価 5,787 6,084

売上総利益 1,545 1,861

販売費及び一般管理費 1,343 1,434

営業利益 201 427

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 10 11

受取家賃 2 2

為替差益 6 -

受取保険金 - 4

その他 10 4

営業外収益合計 31 24

営業外費用

支払利息 13 14

為替差損 - 14

その他 1 2

営業外費用合計 14 31

経常利益 218 419

特別利益

固定資産売却益 0 2

特別利益合計 0 2

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 218 422

法人税等 80 138

四半期純利益 138 284

親会社株主に帰属する四半期純利益 138 284
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年９月30日)

四半期純利益 138 284

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 1

為替換算調整勘定 △16 24

退職給付に係る調整額 4 △4

その他の包括利益合計 △11 21

四半期包括利益 126 305

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 126 305
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年９月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自 2026

年１月１日 至 2026年９月30日)

当社グループは、ケーブルテレビ施設のシステムの最適化を図ることを目的としたケーブルシステム・インテ

グレーション事業を主な事業として営んでおり、単一事業であることから記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

前第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年９月30日)

減価償却費 157百万円 142百万円


